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マチを好きになるアプリ

・行政情報アプリ「ｉ広報
　紙」が「マチイロ」として
　リニューアル！
・ダウンロードはこちらから
　 湯沢市ホームページ　http://www.city-yuzawa.jp/湯沢市ホームページ　http://www.city-yuzawa.jp/

素敵な笑顔でポージング
　２０１７ミス・ユニバース・ジャパン秋田大会
ファイナル（最終選考）で、第２位に輝いた佐藤
ひかりさん。
　極寒のさなか、久々に晴れ渡った青空の下、素
敵な笑顔で、ポーズを決めてもらいました
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一
月
五
日
、
湯
沢
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
で
、「
湯
沢
市
消
防

出
初
式
」
が
行
わ
れ
、千
百
人
の
消
防
団
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
始
め
に
表
彰
伝
達
式
が
行
わ
れ
、
こ
れ
ま
で
の
功

績
を
た
た
え
、
県
知
事
表
彰
百
五
十
人
、
県
消
防
協
会
長
表
彰

百
二
十
七
人
、市
長
表
彰
四
十
人
に
表
彰
状
が
伝
達
さ
れ
た
他
、

勤
続
三
十
年
以
上
で
班
長
以
上
の
階
級
で
退
団
さ
れ
た
二
十
五

人
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

齊
藤
市
長
は
「
近
年
、
全
国
各
地
で
豪
雨
や
台
風
、
さ
ら
に

は
地
震
等
の
自
然
災
害
が
頻
繁
に
発
生
し
て
お
り
ま
す
。
皆
さ

ん
に
は
、
消
防
人
と
し
て
の
責
務
の
重
要
性
を
深
く
認
識
い
た

だ
き
、
災
害
に
即
応
で
き
る
心
身
の
鍛
練
、
技
術
の
錬
成
に
努

め
、
市
民
の
厚
い
信
頼
と
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
強
く
望
む

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
に
は
、
女
性
と
若
者
の
消
防
団
加
入
促
進
を
目

的
に
、
二
十
八
年
か
ら
制
作
に
取
り
組
み
完
成
し
た
「
湯
沢
市

消
防
団
加
入
促
進
Ｐ
Ｒ
動
画
」
を
、
一
般
公
開
に
先
立
ち
披
露

し
ま
し
た
。こ
の
Ｐ
Ｒ
動
画
は
今
後
、市
民
ロ
ビ
ー
や
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
の
放
映
な
ど
、
幅
広
く
活
用
し
女
性
と
若
者
の
消

防
団
員
加
入
促
進
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｐ
Ｒ
動
画
放
映
後
に
は
、
湯
沢
文
化
会
館
周
辺
で
観

閲
行
進
が
行
わ
れ
、
齊
藤
市
長
ら
が
見
守
る
中
、
団
員
は
新
た

な
気
持
ち
で
今
年
一
年
勢
力
的
に
活
動
す
る
気
概
の
も
と
、
威

風
堂
々
と
行
進
し
ま
し
た
。
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団
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団
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団
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団
・
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団
・
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団
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団
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団
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団
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団
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瀬
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表
受
賞
者
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消
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出
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式
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▲100歳の誕生日を迎えた杉本さん

杉本　信子　
のぶこすぎもと

さん（愛宕町第３）

おめでとうございます　100歳長寿

　大正6年1月9日生まれで、100歳の誕生日を
迎えた杉本さんの自宅を齊藤市長が訪問し、祝い
状とお祝い金を手渡しました。
　杉本さんは、長年にわたり更生保護委員を務め
られたほか、89歳まで市民大学で日本舞踊の講師
として40年間教えていました。１年程前からは車
いすの生活ですが、受け答えはしっかりしており、
家族や市長から「これからも元気に長生きしてく
ださい」と声を掛けられると、笑顔で喜んでいま
した。

▲100歳の誕生日を迎えた佐々木さん

佐々木　トミ　
さ さ き

さん（昭平苑）

おめでとうございます　100歳長寿

　大正6年1月1日生まれで、100歳の誕生日を
迎えた佐々木さんが入所している介護老人保健施
設昭平苑を長寿福祉課長が訪問し、祝い状とお祝
い金を手渡しました。
　佐々木さんは車いすの生活ですが、規則正しい
生活を送っています。当日は施設の職員からお祝
いの花束が贈られ「100歳おめでとうございます。
これからも長生きしてください」と祝福されると、
うれしそうにしていました。

▲100歳の誕生日を迎えた藤原さん

藤原　スヱノ　
ふじわら

さん（シャイントピアみなせ）

おめでとうございます　100歳長寿

　大正5年12月14日生まれで、100歳の誕生日を
迎えた藤原さんが入所している特別養護老人ホー
ムシャイントピアみなせを長寿福祉課長が訪問し、
祝い状とお祝い金を手渡しました。
　藤原さんは、好き嫌いなく何でもよく食べ、規
則正しい生活を送っていて、耳は少し遠くなりま
したが、家族や施設の入所者などたくさんの人か
ら「これからも長生きしてください」と声を掛け
られると、うなずいていました。

　11月18日、平成28年度優良ＰＴＡ文部科学大
臣表彰が都内で行われ、稲川中学校ＰＴＡが文
部科学大臣から表彰されました。
　生徒の登校支援として皆勤賞や精勤賞を授与
しているほか、校舎の窓をきれいにする「みん
なでピカピカ」活動や「空きビン回収」活動を、
生徒と保護者・教職員が協働で取り組むなど、
これまでのＰＴＡ活動が評価されました。

文部科学大臣表彰
稲
川
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

会
長
　
佐
藤
　
正
明 

さ
ん

　

さ
　
と
う

ま
さ
あ
き

平成29年度
放課後児童クラブ利用児童募集
平成29年度
放課後児童クラブ利用児童募集
　日中、仕事などで家庭に保護者などがいない児童を対象に、地域・学校の協力を得ながら、子どもたちが
安全な放課後を過ごすための「放課後児童クラブ（放課後児童健全育成事業）」の利用児童を募集します。

○対　象　小学校1年生から6年生までのうち、　放課後に帰宅しても保護者などがいない児童
※利用定員を上回った場合などは学年の低い児童を優先します。

○実施日時　平日＝放課後～午後6時30分、土曜日と学校の長期休業日＝午前8時～午後6時30分
※土曜日と学校の長期休業日は昼食が必要です。また、日曜日、祝日および年末年始は休みです。

○申し込み方法　各放課後児童クラブ、子育て支援課児童家庭班、各総合支所に備え付けの申請書に記入の上、保
　護者の就労証明書を添えて、各放課後児童クラブまたは子育て支援課児童家庭班、各総合支所に提出してください　

○申込期間　2月1日㈬～3月3日㈮

○問い合わせ　子育て支援課児童家庭班（☎78－0166）または各放課後児童クラブへ

●放課後児童クラブ一覧

72－1811

73－3490

080－1677－3651

72－8456

73－6738

73－0110

52－2590

52－2498

55－2862

090－5232－9001

72－2512

090－7068－4845

080－2841－5144

58－4155

祝田放課後児童健全育成施設

旧岩崎小学校内

倉内住宅集会所内

湯沢コミュニティーセンター隣接

若草幼稚園内

双葉保育園内

旧小野小学校内

院内児童館

秋ノ宮児童館

旧横堀小学校内

深堀保育園内

旧稲川福祉サポートセンター

稲川克雪管理センター２階

特別養護老人ホーム
ふれあいの里内

湯沢市字祝田154番地１

湯沢市岩崎字寝連沢１番地10

湯沢市倉内字三ツ田１番地11

湯沢市千石町二丁目４番８号

湯沢市清水町二丁目３番３号

湯沢市表町四丁目７番８号

湯沢市小野字油屋敷15番地

湯沢市院内字田用橋61番地

湯沢市秋ノ宮字山岸146番地

湯沢市横堀字小田中５番地２

湯沢市深堀字高屋敷58番地３

湯沢市川連字上平城２番地６

湯沢市三梨字宮田屋布前17番地

湯沢市皆瀬字下菅生32番地

祝田児童クラブ

岩崎児童クラブ

倉内団地児童クラブさくらっ子

湯沢南児童クラブ

若草幼稚園学童部

ふたば学童クラブ

小野児童館

院内児童館

秋ノ宮児童館

ワンパクハウス

深堀ぐんぐんキッズ

いなかわっこ大舘教室

いなかわっこ宮田教室

皆瀬児童クラブ

湯　沢　東

湯　沢　西

湯沢東・西

雄勝（小　野）

雄勝（院　内）

雄勝（秋ノ宮）

雄勝（横　堀）

山　　　　田

川連・駒形

稲庭・三梨

皆　　　　瀬

電話番号住　　所名　　称学　区



　

臨
床
心
理
士
に
よ
る
心
の
健
康
に
関
す

る
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
事
前
の
申
し

込
み
が
必
要
で
す
。

◯
と　

き　

2
月
16
日
㈭
／
午
前
10
時
〜

正
午
／
午
後
1
時
〜
3
時

◯
と
こ
ろ　

市
役
所
本
庁
舎
3
階
会
議
室

34
◯
相
談
料　

無
料

◯
定　

員　

4
人
（
先
着
順
）

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

健
康
対
策

課
保
健
推
進
班
（
☎
56
8
0
2
0
）
へ

　

平
成
二
十
八
年
度
に
提
案
型
補
助
金
を

活
用
し
た
団
体
の
実
績
報
告
と
評
価
市
民

会
議
委
員
に
よ
る
事
業
の
検
証
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
二
十
八
度
か
ら
始
ま
っ
た
人

材
育
成
セ
ミ
ナ
ー
受
講
生
の
「
ま
ち
づ
く

り
ア
イ
デ
ィ
ア
」
の
発
表
と
意
見
交
換
も

予
定
し
て
い
ま
す
。
ど
な
た
で
も
傍
聴
で

き
ま
す
。

◯
と　

き　

2
月
26
日
㈰
午
後
1
時
30
分

〜
4
時
30
分

◯
と
こ
ろ　

湯
沢
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

◯
内　

容　

①
活
動
報
告
②
意
見
交
換

◯
参
加
料　

無
料

◯
問
い
合
わ
せ　

く
ら
し
の
相
談
課
市
民

　

協
働
班
（
☎
55
8
0
3
3
）
へ

　

障
が
い
の
あ
る
人
や
、
そ
の
家
族
の
悩

み
ご
と
困
り
ご
と
な
ど
に
つ
い
て
、
相
談

を
お
受
け
し
ま
す
。

◯
と　

き　

2
月
16
日
㈭
午
後
1
時
30
分

〜
5
時

◯
と
こ
ろ　

市
役
所
本
庁
舎
2
階
会
議
室

21
◯
相
談
内
容　

各
種
制
度
や
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
内
容
・
利
用
に
関
す
る
こ
と
、
地

域
生
活
や
介
護
に
関
す
る
こ
と
な
ど

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

湯
沢
雄
勝

包
括
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
相
談

支
援
部
会
事
務
局
（
や
ま
ば
と
園
内
☎

42
2
1
4
1
）
ま
た
は
福
祉
課
障
が
い

福
祉
班
（
☎
55
8
0
7
5
）
へ

　

現
在
開
催
中
の
髙た
か

橋は
し

功い
さ
お

木
版
画
展
に
合

わ
せ
、
髙
橋
功
さ
ん
の
指
導
に
よ
る
「
木

版
画
制
作
」
体
験
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　

参
加
し
た
い
人
は
、
直
接
会
場
へ
お
い

で
く
だ
さ
い
。

◯
と　

き　

2
月
11
日
㈯
／
①
午
前
9
時

30
分
〜
11
時
30
分
②
午
後
1
時
30
分
〜

3
時
30
分

◯
と
こ
ろ　

雄
勝
郡
会
議
事
堂
記
念
館

◯
定　

員　

①
、
②
と
も
先
着
10
人
（
小

学
生
以
上
）

◯
体
験
料　

無
料　

◯
問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
課
社
会
教
育

　

文
化
班
（
☎
73
2
1
6
3
）
へ

　

市
営
愛
宕
住
宅
が
完
成
し
ま
し
た
。

【
愛
宕
住
宅（
湯
沢
地
域
）】

・
募
集
戸
数　

2
戸

・
完
成
年　

平
成
28
年

・
構　

造　

木
造
二
階
建

・
タ
イ
プ　

3
Ｌ
Ｄ
Ｋ

・
家　

賃　

二
万
八
千
円
〜
四
万
千
七
百

　

円
（
所
得
に
応
じ
て
決
定
）

【
松
浦
住
宅（
湯
沢
地
域
）】

・
募
集
戸
数　

2
戸

・
完
成
年　

昭
和
52
年

・
構　

造　

簡
易
耐
火
構
造
二
階
建

・
タ
イ
プ　

3
Ｄ
Ｋ

・
家　

賃　

一
万
三
千
七
百
円
〜
二
万
四

　

百
円
（
所
得
に
応
じ
て
決
定
）

【
大
舘
共
同
住
宅（
稲
川
地
域
）】

・
募
集
戸
数　

2
戸

・
完
成
年　

平
成
7
年

・
構　

造　

木
造
二
階
建

・
タ
イ
プ　

2
Ｌ
Ｄ
Ｋ

・
家　

賃　

三
万
五
千
円

◯
募
集
期
間　

2
月
2
日
㈭
〜
13
日
㈪

（
受
け
付
け
は
午
前
9
時
〜
午
後
4
時
）

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

都
市
計
画

課
建
築
住
宅
班
（
☎
55
8
1
5
8
）
へ

　

新
た
に
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
古
鏡
を

は
じ
め
、
見
る
機
会
の
少
な
い
、
市
の
文

化
財
を
紹
介
し
ま
す
。

◯
と　

き　

2
月
11
日
㈯
、
12
日
㈰
／
午

前
8
時
30
分
〜
午
後
8
時
（
12
日
は
午

後
6
時
ま
で
）

◯
と
こ
ろ　

雄
勝
郡
会
議
事
堂
記
念
館

◯
入
館
料　

無
料　

※
両
日
と
も
、
展
示
品
の
解
説
を
行
い
ま

す
。

◯
問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
課
社
会
教
育

文
化
班
（
☎
73
2
1
6
3
）
へ

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
会

〜
一
人
で
苦
し
ま
な
い
で

相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
〜

湯
沢
市
参
加
・
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
補
助
金
事
業

活
動
報
告
会

市
か
ら
の
お
知
ら
せ

2017.02.01
7

2017.02.01
6

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

『
木
版
画
制
作
』
体
験
教
室

『
ゆ
ざ
わ
の
文
化
財
』
展　

◯
展
示
期
間　

2
月
25
日
㈯
〜
3
月
5
日

㈰
◯
会　

場　

湯
沢
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

◯
出
品
資
格　

湯
沢
市
民
（
小
・
中
学
生

も
可
）

◯
出
品
部
門　

書
道
・
絵
画
・
写
真
お
よ
び

彫
刻
・
陶
芸
・
手
芸
な
ど
の
工
芸
作
品

◯
出
品
点
数　

部
門
ご
と
に
一
人
1
点

◯
出
品
料　

無
料

◯
申
込
期
限　

2
月
17
日
㈮（
期
日
厳
守
）

◯
作
品
の
搬
入
・
搬
出　

▼
搬
入
＝
2
月

24
日
㈮
午
前
9
時
〜
正
午
▼
搬
出
＝
3

月
6
日
㈪
午
前
9
〜
正
午

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

湯
沢
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
（
☎
73
1
1
3
2
）
へ

　

平
成
二
十
八
年
度
第
一
回
湯
沢
市
総
合

教
育
会
議
を
開
催
し
ま
す
。

◯
と　

き　

2
月
3
日
㈮
午
後
3
時
30
分

◯
と
こ
ろ　

市
役
所
本
庁
舎
4
階
会
議
室

41
※
傍
聴
を
希
望
す
る
か
た
は
、
当
日
午
後

三
時
十
五
分
ま
で
に
会
場
で
受
け
付
け
を

済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。
傍
聴
は
、
先
着
十

人
ま
で
と
な
り
ま
す
。

◯
問
い
合
わ
せ　

総
務
課
総
務
法
制
班

（
☎
73
2
1
1
2
）
へ

　

湯
沢
市
農
業
再
生
協
議
会
で
は
、
農
業

経
営
管
理
能
力
の
資
質
向
上
の
た
め
、
パ

ソ
コ
ン
に
よ
る
農
業
簿
記
の
研
修
会
を
開

催
し
ま
す
。
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
初
級
編
】

・
と　

き　

2
月
14
日
㈫
午
前
10
時
〜
午

後
4
時

【
応
用
編
】

・
と　

き　

2
月
15
日
㈬
午
前
10
時
〜
午

後
4
時

※
ど
ち
ら
か
一
日
の
み
の
参
加
も
可
能
。

◯
と
こ
ろ　

市
役
所
本
庁
舎
2
階
会
議
室

21
・
22

◯
参
加
料　

六
百
円
／
日
（
昼
食
、
お
茶

代
）

※
昼
食
持
参
の
場
合
は
不
要
。

◯
参
加
資
格　

市
内
在
住
で
、
パ
ソ
コ
ン

入
力
操
作
が
で
き
る
農
業
者

◯
定　

員　

20
人
（
申
し
込
み
多
数
の
場

合
は
、
認
定
農
業
者
お
よ
び
認
定
就
農

者
を
優
先
）

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

農
林
課
農
業
振
興
班
（
☎

　

72
0
6
3
1
）
へ

【
県
営
倉
内
住
宅
】

・
募
集
戸
数　

2
戸

・
完
成
年　

平
成
5
年
、
7
年

・
構　

造　

木
造
二
階
建

・
タ
イ
プ　

3
Ｌ
Ｄ
Ｋ

・
家　

賃　

二
万
七
百
円
か
ら

◯
募
集
期
間　

2
月
1
日
㈬
〜
10
日
㈮

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

仙
北
地

域
振
興
局
建
築
課
（
☎
0
1
8
7
63

3
1
2
4
）
へ

　

聞
こ
え
に
障
害
の
あ
る
か
た
や
、
そ
の

ご
家
族
な
ど
の
相
談
対
応
や
社
会
参
加
に

向
け
た
情
報
提
供
な
ど
を
行
う
「
秋
田
県

聴
覚
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し

ま
し
た
。

　

ど
な
た
で
も
安
心
し
て
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

◯
場　

所　

秋
田
県
社
会
福
祉
会
館
5
、

6
階
（
秋
田
市
）

◯
業
務
内
容　

相
談
事
業
、
手
話
通
訳
、

要
約
筆
記
、
盲
ろ
う
者
向
け
通
訳
、
介

助
者
の
養
成
お
よ
び
派
遣
な
ど

◯
問
い
合
わ
せ　

秋
田
県
聴
覚
障
害
者
支

援
セ
ン
タ
ー
（
☎
0
1
8
―
8
7
4

―
8
1
1
3
）
へ

　

県
と
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
が
協
働

し
、
対
象
店
舗
で
雪
下
ろ
し
の
安
全
対
策

用
具
を
無
償
で
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。
事

故
な
ど
に
注
意
し
て
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

◯
貸
出
店
舗

　

▼
ロ
ー
ソ
ン
湯
沢
川
連
町
店
、
雄
勝
町

店

　

▼
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
湯
沢
山
田
店
、
湯

沢
倉
内
店
、
湯
沢
杉
沢
店
、
湯
沢
千

石
町
一
丁
目
店
、
雄
勝
こ
ま
ち
イ
ン

タ
ー
店
、
湯
沢
古
館
町
店
、
湯
沢
川

連
町
店

◯
貸
出
期
間　

最
長
１
週
間

◯
貸
し
出
し
用
具　

ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
メ
イ

ン
ロ
ー
プ
、
ア
ン
カ
ー
ロ
ー
プ（
2
本
）、

カ
ラ
ビ
ナ（
2
個
）、
安
全
帯

◯
問
い
合
わ
せ　

県
地
域
活
力
創
造
課

（
☎
0
1
8
―
8
6
0
―
1
2
3
8
）へ

県
営
住
宅
入
居
者
募
集

農
業
経
営
発
展
講
座

パ
ソ
コ
ン
農
業
簿
記研修

会

第
37
回
『
市
民
作
品
展
』

作
品
募
集

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で

『
雪
下
ろ
し
安
全
対
策
用
具
』

を
貸
し
出
し
ま
す

湯
沢
市
総
合
教
育
会
議

『
秋
田
県
聴
覚
障
害
者

支
援
セ
ン
タ
ー
』
を

開
設
し
ま
し
た

県
か
ら
の
お
知
ら
せ

障
が
い
に
関
す
る福

祉
相
談
会



　

平
成
二
十
八
年
分
の
確
定
申
告
期
限
と

納
付
期
限
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

な
お
、
確
定
申
告
書
の
作
成
に
は
、
国

税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申
告
書
等

作
成
コ
ー
ナ
ー
」
ま
た
は
ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
納
税
に
は
便
利
で
確
実
な
振
替

納
税
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
届
け
出
す
る

と
継
続
し
て
利
用
で
き
ま
す
の
で
、
左
記

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◯
申
告
所
得
税
、
復
興
特
別
所
得
税
、
贈

与
税　

3
月
15
日
㈬

◯
個
人
事
業
者
の
消
費
税
お
よ
び
地
方
消

費
税　

3
月
31
日
㈮

※
税
務
署
の
確
定
申
告
書
作
成
会
場
開
設

は
、
二
月
十
六
日
㈭
で
す
。

◯
問
い
合
わ
せ　

湯
沢
税
務
署
（
☎
73

5
1
0
0
）
へ

　

政
府
の
農
林
水
産
業
・
地
域
の
活
力
創

造
本
部
に
お
い
て
、
青
色
申
告
を
行
な
っ

て
い
る
農
業
者
を
対
象
と
し
た
収
入
保
険

制
度
の
導
入
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
九
年
分
の
所
得
か
ら
青
色
申

告
を
始
め
る
た
め
に
は
、
個
人
の
場
合
、

三
月
十
五
日
ま
で
に
、
最
寄
り
の
税
務
署

に
「
青
色
申
告
承
認
申
請
書
」
を
提
出
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

◯
問
い
合
わ
せ　

東
北
農
政
局
秋
田
県
拠

点（
☎
0
1
8
―
8
6
2
―
5
6
1
1
）

へ

　

悩
み
ご
と
、
困
り
ご
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
り
ま
す
。

◯
と　

き　

2
月
6
日
㈪
午
前
10
時
〜
午

後
3
時

◯
と
こ
ろ　

湯
沢
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

◯
内　

容　

近
隣
と
の
争
い
ご
と
、
子
ど

も
や
高
齢
者
へ
の
虐
待
、
い
じ
め
や
体

罰
、
借
地
借
家
の
問
題
、
登
記
・
相
続
・

扶
養
な
ど
の
問
題
、
結
婚
離
婚
の
強
要

な
ど

※
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

◯
問
い
合
わ
せ

　

秋
田
地
方
法
務
局

　

大
曲
支
局
（
☎
0

 

1
8
7
63
2
1
0

 

0
）
へ

◯
応
募
資
格　

県
内
出
身
で
、
国
、
公
、

私
立
大
学
（
短
大
を
含
む
）
に
在
学
中
、

ま
た
は
今
春
に
入
学
予
定
の
人

◯
募
集
人
員　

若
干
名
（
応
募
多
数
の
場

合
は
選
考
）

◯
奨
学
金　

年
額
十
二
万
円
（
給
費
生
）

◯
申
込
期
間　

2
月
1
日
㈬
〜
3
月
31
日

㈮
◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

京
野
育
英

団
担
当
菅
野
（
秋
田
銘
醸
株
式
会
社
内

☎
73
3
1
6
1
内
線
1
2
1
）
へ

　

今
シ
ー
ズ
ン
を
も
っ
て
湯
沢
ス
キ
ー
場

が
廃
止
と
な
る
こ
と
か
ら
、
五
十
四
年
の

歴
史
に
つ
い
て
語
り
合
う
会
を
開
催
し
ま

す
。

　

ま
た
、
湯
沢
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
ヒ
ュ
ッ
テ

内
の
ス
キ
ー
用
具
を
整
理
し
ま
す
の
で
、

心
当
た
り
の
あ
る
人
は
、
二
月
末
ま
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

◯
と　

き　

2
月
毎
週
土
・
日
曜
日
／
午

前
10
時
〜
午
後
3
時

◯
と
こ
ろ　

湯
沢
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
ヒ
ュ
ッ

テ
（
湯
沢
ス
キ
ー
場
内
）

◯
問
い
合
わ
せ　

湯
沢
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
谷

藤
（
☎
0
9
0
―
8
7
8
0
―
8
8
3

 

2
）
へ

　

湯
沢
市
（
湯
沢
高
校
卒
）
出
身
の
若
手

フ
ル
ー
ト
奏
者
三
人
に
よ
る
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
の
調
べ
を
、
お
聞
き
く
だ
さ
い
。

▼
奏
者

•
高た
か

橋は
し　

知ち

里さ
と

（
東
京
音
楽
大
学
卒
）

•
村む
ら

上か
み　

　

聖せ
い
ら

（
国
立
音
楽
大
学
大
学
院

1
年
）

•
斉さ
い

藤と
う

ま
り
な
（
上
野
学
園
大
学
1
年
）

◯
と　

き　

2
月
18
日
㈯
午
後
5
時
30
分

会
場
／
6
時
開
演

◯
と
こ
ろ　

湯
沢
文
化
会
館
中
ホ
ー
ル

◯
内　

容　

月
明
か
り
の
照
ら
す
三
つ
の

風
景（
高
橋
宏
樹
）／
妖
精
の
絵（
Ｄ
・

チ
ェ
ス
ノ
コ
フ
）／
デ
ィ
ズ
ニ
ー
メ
ド

レ
ー
ほ
か

◯
入
場
料　

無
料

◯
問
い
合
わ
せ　

村
上
（
☎
0
9
0
―

5
8
4
1
―
8
6
4
5
）
へ

収
入
保
険
制
度
に
関
す
る

東
北
農
政
局
か
ら
の

お
知
ら
せ

ふ
え
＊
こ
ま
ち

フ
ァ
ー
ス
ト・コ
ン
サ
ー
ト

特
設
人
権
相
談
所

2017.02.01
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◯
と　

き　

2
月
11
日
㈯
午
後
1
時
30
分

◯
と
こ
ろ　

ま
ち
の
駅
（
大
町
二
丁
目
）

◯
内　

容　

箏こ
と

・
三
弦
・
十
七
弦
・
合
唱

に
よ
る
邦
楽
演
奏
／″
犬
っ
こ
ま
つ
り
〞

（
Ｃ
Ｄ
「
湯
沢
の
う
た
」
収
録
曲
）ほ
か

◯
入
場
料　

無
料

◯
問
い
合
わ
せ　

正
派
わ
か
ば
会
佐
藤

（
☎
72
2
2
3
3
）
へ

　

季
節
の
料
理
を
食
べ
な
が
ら
、
お
座
敷

文
化
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

◯
と　

き　

2
月
18
日
㈯
午
前
11
時
30
分

〜
午
後
1
時
30
分

◯
と
こ
ろ　

料
亭
石
川

◯
講　

師　

阿あ

部べ

一か
ず

人と

さ
ん
（
秋
田
湯
沢

湯
乃
華
芸
妓
）

◯
参
加
費　

会
員
＝
三
千
円
、
非
会
員
＝

三
千
八
百
円

◯
定　

員　

30
人
（
先
着
順
）

◯
申
し
込
み　

2
月
4
日
㈯
〜
10
日
㈮

（
受
け
付
け
は
午
前
10
時
〜
午
後
4
時
）

◯
問
い
合
わ
せ　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ま
ち
お

こ
し
結
っ
こ
事
務
局
（
☎
0
8
0
―

2
8
3
2
―
3
4
7
5
）
へ

◯
と　

き　

2
月
26
日
㈰
午
前
8
時
30
分

集
合
、
9
時
30
分
試
合
開
始
予
定

◯
と
こ
ろ　

総
合
体
育
館

◯
参
加
資
格　

高
校
生
以
上
で
、
市
内
在

住
ま
た
は
勤
務
し
て
い
る
人
で
組
織
し

て
い
る
チ
ー
ム

◯
参
加
料　

1
チ
ー
ム
五
千
円

◯
申
し
込
み　

2
月
15
日
㈬
ま
で
、
総
合

体
育
館
（
☎
72
6
5
0
0
）
へ

◯
問
い
合
わ
せ　

湯
沢
市
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
協
会
事
務
局
丹
（
☎
0
9
0
―

2
6
0
5
―
2
8
8
6
）
へ

犬
っ
こ
ま
つ
り
協
賛

『
邦
楽
コ
ン
サ
ー
ト
』

湯
沢
市
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

総
合
選
手
権
大
会

〜
湯
乃
華
芸
妓
〜

お
座
敷
文
化
を

体
験
す
る
会

平
成
28
年
分
の

確
定
申
告
期
限
と

納
期
限
の
お
知
ら
せ

国
か
ら
の
お
知
ら
せ

平
成
29
年
度

公
益
財
団
法
人
京
野
育
英
団

大
学
奨
学
生
募
集

湯
沢
ス
キ
ー
場
を語

り
合
う
会

そ
の
他
の
お
知
ら
せ

第10回副市長☆月イチトーク
　今回は、音楽のまち “ゆざわ” らしく、湯沢市出
身の若手音楽家の村

むら
上
かみ
聖
せいら
さん（フルート）、原

はら
田
だ
梢
こずえ

さん（ピアノ）、大
おお
場
ば
美
み
里
さと
さん（クラリネット）の3

人をゲストに迎えます。
○と　き　2月16日㈭午後6時30分～7時30分
○ところ　市役所本庁舎1階　市民ロビー
※3人によるミニコンサートも行います。
○問い合わせ　ひびく・つながる創造課戦略広報
班（☎55-8249）へ

　湯沢ミライ会議では、平成28年8月から12月まで計9回にわたり、若者と女性の活躍の推進に関する
条例の制定に向けて検討を重ねてきました。中でも10月15日には、若者や女性の声をまちづくりに反映
させる方策についての市民参加型ワークショップを企画・運営し、広く意見やアイデアを集め、その後
は意見の集約を行ってきました。
　最終回となった12月20日には、集約した
意見が条例案に反映されるよう、市長、副
市長にこれまでの検討結果を報告しました。
　男女共同参画や若者・女性の活躍推進を
所管している 「ひびく・つながる創造課」
では、条例案に対するパブリックコメント
などを踏まえ、年度内の条例制定を目指し
ています。
○問い合わせ
　ひびく・つながる創造課魅力創生班
　（☎55-8274）へ 湯沢ミライ会議の委員の皆さん

湯沢市若者女性活躍推進会議

湯沢ミライ会議 ～検討結果を報告しました～～検討結果を報告しました～湯沢ミライ会議
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宝くじの助成金で整備しました宝くじの助成金で整備しました

▲整備された発電機や携行缶など ▲整備された発電機やライトなど

な だ れな だ れ

雪崩の危険信号です。　雪崩の危険信号です。　
こんなとき…こんなとき…

◎降雪や降雨の後、天気が良く気温が上がったとき
◎気温が低く古い雪の上に多量の新雪が積もったとき

◯問い合わせ　総務課総合防災室(☎55-8250）へ

【問い合わせ】　学校教育課（☎73-2162)へ

な　ら

あ  き  お　　
　湯沢西地区・災害から生活を守る会（会長奈良
昭夫）では、近年の多様化する災害に備え、地域
における防災力の向上を図るため、必要な備品な
どを整備しました。
　地域防災や地域コミュニティ促進の備品として
活躍します。
　
　

と　べ
　横堀地域づくり協議会（会
長戸部尚武）では、コミュニ
ティイベント備品などを整備
しました。
　地域住民の交流イベントや「おしら様の枝垂れ
桜」のライトアップに活用して、地域の活性化を
図るほか、防災備品としても活躍します。
　

ひさ たけ

雪崩の速度は、雪崩の密度、層厚などの要
因によっていろいろです。おおむね、表層
雪崩の場合は100～200km/hと新幹線並
みの速度。また、全層雪崩の場合は40～
80km/hと自動車並みの速度とされてい
ます。新幹線と自動車では、ブレーキを

かけてから止まるまでの走行距離が違うのと同様に、表層雪崩
の方がより遠くまで流下します。

雪崩とは山腹に積もった雪が重力の作用によって、崩れ落ちる現
象をいいます。また、すべり面の位置の違いによって大きく表層
雪崩と全層雪崩の2つに分けられます。

雪崩の種類雪崩の速度

一般財団法人自治総合センターの一般財団法人自治総合センターの

～私の夢　私の生き方～

内閣総理大臣夫人と
一緒に　　と
について話し合います

2月17日（金）

安倍 昭恵さんの講演　パネルディスカッション
質疑応答　記念撮影

総理夫人　安倍 昭恵校長　女性フォーラム

～「今ここの私」と「これからの私」～

参 加 費　　3,000円（第1部のみ）定員200人
　　　　　　4,000円（第1,2部）  定員 60人
参加資格　　49歳以下の女性でUZUの学校
　　　　　　の設立趣旨に賛同する人

湯沢市文化会館大ホール
午後1時～4時 (開場午後0時30分)

内容

安　倍　昭　恵（UZUの学校 校長）
猪　熊　真理子（（一社）at Will Work 理事 ）
高　橋　一　也（工学院大学附属中学校 教頭）
橋　本　清　美（Dojima Sake Burewery
　　　　　　　  UK & CO. CEO）

パネリスト

藤　井　延　之（湯沢市副市長）
奥　　　真由美（（一社）Sail On Japan）

コーディネーター

申込期限
２月８日（水）

『UZUの学校 in AKITA』第2回

①ハガキに氏名、住所、連絡先電話番号、年齢、職業、参加希望（第1部のみ
　もしくは 第１部＋第2部）をご記入の上、下記宛先までご応募ください
　〒013-0102 横手市平鹿町醍醐字上狐渕57番地1　UZUの学校秋田事務局　宛
②メール（oku@sail-on-japan.com)にて上記項目を入力の上、送信ください　

申し込み方法

「今ここの私

参

参
　

①ハガキに氏名 住所 連絡先電話番申し込み方法

2月18日（土）
午後0時30分～4時30分(開場正午）
秋田魁新報社　さきがけホール

 in YUZAWA
市内の中学生が

ふじ            い            のぶ           ゆき

おく                             ま     ゆ     み

 あ　　　　  べ　　　　あき　         え

いの          くま             え     り     こ

たか　　　  はし　　　 かず            や

はし　　　 もと　　　  きよ　     　 み

入場無料・申し込み不要
※保護者一般の方の参加もお待ちしております。



92,360

項　　　目
内　　　　　訳 件数・個数 金額（円）

12月分

合　　　計 12

0 0弔 慰 金 等

0 0協　賛　金

3,4801祝金及び寸志

0 0見　舞　金

1 38,880接　　　遇

大和宗悦氏瑞宝単光章受章祝賀会ほか

贈答用りんご（5㎏×12箱）

10 50,000会　　　費

交際費報告

サンパギータの会クリスマスパーティー
への寸志

※各項目の詳細については、市ホームページをご覧ください。

市長日誌（12月）

▲湯沢市合同スキー場開きでテープカットしている齊藤市長

1日（木） 市議会12月定例会本会議

2日（金） 市議会12月定例会本会議

4日（日） サンパギータの会クリスマスパーティー

6日（火） 湯沢市消防団幹部会懇親会

8日（木） 湯沢市民生委員児童委員・主任児童委員委嘱状伝達式・
感謝状贈呈式、稲川地区民生児童委員協議会臨時総会後
の懇親会

9日（金） 市議会全員協議会、ジオパーク再認定結果発表、あきぎ
ん会、第7回こまちイブニングサロン

11日（日） 中町二号線竣工祝賀会、市長との対話集会（高松地区）

12日（月） 「元気なふるさと・雄湯郷づくり県民運動」 顕彰事業表
彰式、ＴＲＡＩＮ ＳＵＩＴＥ 四季島外観見学会

13日（火） 市長との対話集会（弁天地区）

14日（水） 市議会12月定例会本会議

15日（木） 平成29年雄物川総合水防演習第1回実行委員会（秋田市）、
湯沢雄勝広域市町村圏組合管理者会

16日（金） 湯沢市合同スキー場開き、雄勝中央病院大忘年会

19日（月） ゆざわジオパークガイド認定式、街路灯寄贈式

21日（水） イクボス～働き方改革～研修会、鳥海山・飛島ジオパー
ク認定記念祝賀会（山形県遊佐町）

23日（金） 大和宗悦氏瑞宝単光章受章祝賀会

26日（月） 定例記者会見、湯沢雄勝広域市町村圏組合議会12月定例会

27日（火） ふるさとＣＭ大賞トロフィー授与、第139回秋田県種苗交
換会湯沢市協賛会総会
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二
月
如
月
、
厳
し
か
っ
た
大
寒
か
ら
立
春
間
近
で
す
。
今
、
市
長
二
期
八

年
間
を
省
み
ま
す
と
、
市
の
財
政
の
硬
直
化
を
示
す
異
常
に
高
い
経
常
収
支

比
率
九
十
八
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
と
、
財
源
不
足
に
備
え
る
の
に
は
極
端
に
不

足
し
て
い
た
財
政
調
整
基
金
残
高
十
六
億
円
に
は
、
市
議
で
あ
っ
た
当
時
か

ら
、
夕
張
市
の
財
政
破
綻
も
他
人
事
で
は
な
い
と
い
う
状
況
に
危
機
感
を
抱

い
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
財
政
破
綻
を
防
ぐ
こ
と
を
公
約
に
市
長
選
挙
に

立
候
補
し
、
当
選
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

一
期
目
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
「
財
政
が
危
機
的
な
状
況
に
あ
る
」
と
い

う
認
識
を
共
有
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
ま
ず
自
ら
の
身
を
削
り
、
市
長
の
給

与
を
五
十
パ
ー
セ
ン
ト
、
副
市
長
は
四
十
パ
ー
セ
ン
ト
、
教
育
長
は
三
十
パ

ー
セ
ン
ト
の
削
減
を
断
行
し
、
職
員
に
つ
い
て
も
各
種
手
当
の
削
減
に
協
力

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
批
判
も
あ
り
ま
し
た
が
、
お
か
げ
さ
ま
で
財
政
難
に

あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
た
だ
き
、
現
状
打
開
策
の
知
恵
を
出
そ
う
と
頑
張

っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
事
業
実
施
に
当
た
っ
て
は
出
来
る
だ
け
創
意
工
夫

を
し
て
、
合
併
特
例
債
や
過
疎
債
な
ど
実
質
負
担
の
少
な
い
有
利
な
制
度
を

積
極
的
に
活
用
し
、
市
税
収
入
が
年
四
十
億
円
割
れ
へ
と
減
少
し
て
い
く
局

面
に
あ
っ
て
も
、
一
般
会
計
予
算
規
模
を
就
任
前
の
年
二
百
六
十
億
円
平
均

か
ら
、
一
期
目
四
年
間
は
年
二
百
八
十
億
円
平
均
、
二
期
目
は
年
三
百
億
円

平
均
と
な
り
、
確
実
に
増
加
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
財
政
健

全
化
に
つ
い
て
は
、
経
常
収
支
比
率
が
八
十
七
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
に
改
善
、

財
政
調
整
基
金
は
四
十
六
億
円
を
確
保
し
、
財
政
難
か
ら
の
立
て
直
し
を
図

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
に
よ
り
、
市
町
村
合
併
協
議
会
で
決
定
さ
れ
た
新
市

建
設
計
画
に
基
づ
く
「
新
庁
舎
建
設
」、「
湯
沢
駅
東
西
自
由
通
路
・
駅
舎
の

建
設
」、「
湯
沢
地
域
・
雄
勝
地
域
の
統
合
小
・
中
学
校
建
設
」、「
小
町
の
郷
・

前
森
・
湯
沢
城
趾
の
公
園
整
備
」、「
市
営
住
宅
建
設
」、「
統
合
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
建
設
」、「
広
域
圏
湯
沢
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
建
設
」
等
々
、そ
し
て
、

念
願
の
東
北
中
央
自
動
車
道
の
事
業
化
等
が
実
現
で
き
ま
し
た
。
在
任
中
に

政
権
交
代
が
あ
り
、
本
市
出
身
の
菅
官
房
長
官
、
地
元
国
会
議
員
の
御
法
川

先
生
、
村
岡
先
生
の
お
力
添
え
は
本
当
に
有
り
難
く
、
ま
た
、
市
民
の
皆
さ

ま
、
市
議
会
、
市
職
員
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
も
心
か
ら
感
謝
い
た
し
て
お

り
ま
す
。
さ
ら
に
、
地
方
創
生
人
材
派
遣
で
は
総
務
省
か
ら
藤
井
延
之
副
市

長
を
登
用
し
た
こ
と
で
、
湯
沢
市
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
の
向
上
と
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
が
図
れ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

新
市
長
に
は
、
ハ
ー
ド
事
業
と
同
時
に
ソ
フ
ト
事
業
を
さ
ら
に
進
化
・
発

展
さ
せ
、
湯
沢
市
の
人
口
増
加
と
活
性
化
に
力
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発

揮
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

ふ
じ

い

の
ぶ
ゆ
き

む
ら
お
か

す
が

み
の
り
か
わ
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懐かしい未来へ！

地方創生通信
「つながる力」で売れる湯沢の農業振興!!
～パルシステム交流・地熱活用トマト～

「つながる力」で売れる湯沢の農業振興!!

　市では「つながる力」を最大限生かし、首都圏生協を通して、たくさんの農産物を販売しています。また、地熱の
まち「ゆざわ」にふさわしい地熱を活用した野菜づくりにも積極的に取り組んでいます。

●問い合わせ　農林課農政班・農業振興班　☎73-2133

地熱活用低コスト型周年農業実証事業地熱活用低コスト型周年農業実証事業
　地域経済の活性化に向け、大手コンビニチェーンのローソンと連携し、地熱という恵まれた地域資源エネルギーと
低コスト生産技術も確立しながら、園芸作物の冬期生産を含め周年農業の定着を促進します。

　この協議会は、湯沢市を含めた県南4市町村、ＪＡ、市内農業団体、首都圏生協および流通業者で構成され、生産
者・消費者が一体となって安心・安全な農産物の生産拡大と人的交流を実践しています。また、この取り組みを通し
て地方ならではの美しい自然環境を保全することで、心豊かな生活空間を創造することも目的としており、平成28年
度で11周年を迎えています。

パルシステム・秋田南部圏食と農推進協議会を通じた交流パルシステム・秋田南部圏食と農推進協議会を通じた交流

　モノだけでなく、ヒトの交流が盛んなことも本協議会の特徴です。毎年たくさんの生協組合員、
生協職員が湯沢市を訪れ、【第二のふるさと】として愛着を持っています。

▲5月　田植え・山菜摘みツアー ▲6月　産地職員研修 ▲10月 稲刈り・リンゴ狩りツアー

実際に栽培した
地熱水活用トマト

支 援 体 制

技 術 支 援
こまち農業協同組合
秋田県（雄勝地域振興局）

生産指導・販売
こまち農業協同組合

商品企画・販売
株式会社ローソン

実 証 者
㈲皆瀬村活性化センター

販売 商品開発
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み
ん
な
で
目
指
そ
う
、
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
！

雪
国
ジ
オ
パ
ー
ク
フ
ォ
ー
ラ
ム
を

　
　
　
　
　
　
　
開
催
し
ま
し
た

　

平
成
二
十
七
年
度
に
引
き
続
き
、
二
十
八

年
度
も
行
わ
れ
た
雪
国
ジ
オ
パ
ー
ク
フ
ォ
ー

ラ
ム
は
、
冬
季
に
雪
が
多
く
、
ジ
オ
サ
イ
ト

に
行
け
な
い
な
ど
「
冬
に
ジ
オ
パ
ー
ク
の
楽

し
さ
を
表
現
す
る
の
が
難
し
い
」
と
い
う
共

通
の
課
題
を
解
決
し
よ
う
と
、
雪
国
の
ジ
オ

パ
ー
ク
が
一
同
に
会
し
て
共
に
知
恵
を
出
し

合
い
、
交
流
人
口
の
拡
大
に
つ
な
げ
よ
う
と

い
う
試
み
で
す
。
開
催
地
は
湯
沢
市
で
、
各

ジ
オ
パ
ー
ク
の
皆
さ
ん
と
議
論
を
交
わ
し
な

が
ら
内
容
を
考
え
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
南
は
九
州
の
長
崎
か
ら
北
は
北

海
道
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
オ
パ
ー
ク
関
係

者
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
内
容
は
、
二
十
七
年
度
と

同
様
、二
日
間
で
講
演
会
、ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、

エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
も
の
で
、
こ
れ

に
は
、
他
の
ジ
オ
パ
ー
ク
の
人
に
優
先
し
て

参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
演
会
に
は
、
こ
れ
に
加
え
て
市
内
か
ら

も
ガ
イ
ド
や
ジ
オ
パ
ー
ク
か
だ
り
隊
な
ど
、

多
く
の
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

一
月
十
九
日
（
木
）
は
、
講
演
会
と
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
今
回
は

前
回
以
上
に
講
演
内
容
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

が
関
連
づ
け
ら
れ
た
も
の
で
し
た
。

　

講
演
会
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
共
に
二
つ

の
テ
ー
マ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
一
つ
目
の

テ
ー
マ
は
、『
冬
の
ジ
オ
ツ
ア
ー
企
画
・
広

報
の
方
法
』
で
す
。

　

二
つ
目
の
テ
ー
マ
は
『
冬
の
ジ
オ
ツ
ー
リ

ズ
ム
に
お
け
る
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
』
で

す
。
講
師
は
い
ず
れ
も
他
ジ
オ
パ
ー
ク
の
プ

ロ
の
ネ
イ
チ
ャ
ー
ガ
イ
ド
の
か
た
で
し
た
。

　

当
日
は
、
ゆ

ざ
わ
ジ
オ
パ
ー

ク
の
ジ
オ
ガ
イ

ド
の
参
加
も
多

く
、
皆
さ
ん
熱

心
に
話
を
聞
い

て
い
ま
し
た
。

　

一
月
十
八
日
（
水
）
は
、エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ

ン
を
開
催
し
ま
し
た
。
平
成
二
十
七
年
度
の

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
、
湯
沢
市
を
モ
デ
ル
と
し
た

冬
の
ジ
オ
ツ
ア
ー
を
考
え
た
内
容
を
反
映
し

た
も
の
で
す
。

　

エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
二
つ
の
コ
ー

ス
を
設
定
し
ま
し
た
。
一
つ
目
の
コ
ー
ス
で

は
、
し
ん
こ
細
工
作
り
や
酒
造
見
学
な
ど
を

行
っ
た
後
、
雪
に
覆
わ
れ
た
夕
暮
れ
時
の
旧

街
道
を
歩
き
ま
し
た
。

　

二
つ
目
の
コ
ー
ス
で
は
、
三
関
せ
り
の
せ

り
摘
み
や
院
内
石
採
石
場
跡
で
の
か
ん
じ
き

体
験
な
ど
を
行
っ
た
後
、
地
元
の
お
母
さ
ん

た
ち
の
郷
土
料
理

を
食
べ
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、

好
意
的
な
声
と
今

後
に
生
か
せ
る
ア

ド
バ
イ
ス
が
あ
り

ま
し
た
。

雪
国
ジ
オ
パ
ー
ク
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
は
？

▲院内地区センターでお母さんた
　ちの郷土料理を食べる参加者

▲ワークショップでグループワーク
　を行う参加者

▲記念証を受け取る10万人目の来場者

実
践
的
に
使
え
る
手
法
を
学
ぶ

　
　
講
演
会
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

冬
の
雪
国
を
魅
せ
る

　
　
二
つ
の
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン

　

平
成
二
十
七
年
十
一
月
に
Ｊ
Ｒ
湯
沢
駅
構

内
に
誕
生
し
た
観
光
案
内
施
設
へ
の
来
場
者

が
十
万
人
を
達
成
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
記
念

し
て
、
二
十
八
年
十
二
月
三
十
日
に
記
念
の

セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
駅
に
常
駐
し
て
い
る
ゆ
ざ
わ
ジ

オ
パ
ー
ク
ガ
イ
ド
の
会
の
関
係
者
、
齊
藤
市

長
が
待
機
し
、
十
万
人
目
の
お
客
さ
ん
を
迎

え
ま
し
た
。
こ
の
か
た
に
は
、
記
念
証
や
稲

庭
う
ど
ん
、
地
酒
の
利
き
酒
セ
ッ
ト
な
ど
の

記
念
品
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

湯
沢
駅
観
光
案
内
施
設
は
、
市
内
の
観
光

情
報
の
発
信
拠
点
と
な
っ
て
お
り
、
旅
行
者

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
名
水
「
力
水
」
で
い

れ
た
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
ん
だ
り
、
ガ
イ
ド
さ
ん

と
話
を
し
た
り
、
市
民
の
憩
い
の
場
と
し
て

も
利
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら

も
、
多
く
の

皆
さ
ん
に
活

用
し
て
い
た

だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

湯
沢
駅
観
光
案
内
施
設

利
用
者
が
10
万
人
突
破
！

　

一
月
十
八
日
、
湯
沢
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
で
、
ゆ
ざ

わ
ジ
オ
パ
ー
ク
学
習
発
表
交
流
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
催
し
は
、市
内
の
児
童
生
徒
が
、ジ
オ
パ
ー

ク
学
習
や
研
究
に
関
す
る
発
表
を
す
る
も
の
で
す
。

こ
の
会
に
参
加
し
て
、
お
互
い
に
刺
激
を
受
け
合
う

こ
と
で
、今
後
の
郷
土
学
習
に
対
す
る
意
欲
を
高
め
、

ジ
オ
パ
ー
ク
学
習
が
さ
ら
に
広
が
り
、
市
民
へ
の
ジ

オ
パ
ー
ク
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
四
年

前
か
ら
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
八
年
度
は
、
市
内
の
小
学
校
と
高
等
学

校
を
合
わ
せ
て
四
校
の
児
童
生
徒
が
発
表
し
、
劇
や

ク
イ
ズ
、
研
究
発
表
や
報
告
書
を
基
に
し
た
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、
工
夫
を
凝
ら
し
た
手
法
で
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。

　

発
表
後
に
は
、
学
校
教
育
課
長
や
他
地
域
の
ジ
オ

パ
ー
ク
関
係
者
か
ら
各
学
校
の
児
童
生
徒
の
皆
さ
ん

へ
の
講
評
が

あ
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
多

く
の
か
た
が

来
場
し
、
発

表
者
に
大
き

な
拍
手
が
送

ら
れ
て
い
ま

し
た
。

　

一
月
六
日
、
仙
台
市
泉
パ
ー
ク
タ
ウ
ン
内
に
あ
る

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
「
タ
ピ
オ
」
で
、
ゆ
ざ
わ

ジ
オ
パ
ー
ク
と
栗
駒
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
の
専
門
員
が

特
別
講
座
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

タ
ピ
オ
内
に
は
、
タ
ピ
オ
館
立
オ
ー
プ
ン
大
学
と

い
う
制
度
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
平
日
ほ
ぼ
毎

日
、
さ
ま
ざ
ま
な
講
師
が
招
か
れ
て
講
座
を
行
っ
て

い
ま
す
。
今
回
、
ゆ
ざ
わ
ジ
オ
パ
ー
ク
と
栗
駒
山
麓

ジ
オ
パ
ー
ク
が
合
同
で
講
師
を
務
め
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
ゆ
ざ
わ
ジ
オ
パ
ー
ク
の
山
﨑
由
貴
子
専

門
員
と
、
栗
駒
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
の
中
川
理
絵
専
門

員
に
よ
り
、「
ジ
オ
パ
ー
ク
と
は
何
か
」
や
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
と
大
地
の
つ
な
が
り
な
ど
、
各
地
域
の

特
色
を
生
か
し
た
幅
広
い
話
題
の
講
義
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
紹
介
さ
れ
た
場
所
に
行
っ
て
み

た
い
」
や
「
も
っ
と
ジ
オ
パ
ー
ク
で
の
遊
び
に
つ
い

て
知
り
た
い
」
な
ど
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

▲発表を行う児童たちの様子

▲ゆざわジオパーク講座の様子

▲親子でにぎわう会場の様子

　

一
月
七
日
に
、
タ
ピ
オ
に
て
県
雄
勝
地
域
振
興
局

の
主
催
で
、
栗
駒
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
と
ゆ
ざ
わ
ジ
オ

パ
ー
ク
の
イ
ベ
ン
ト
、栗
駒
山
麓
・
ゆ
ざ
わ
ジ
オ
パ
ー

ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
ジ
オ
パ
ー
ク
を
幅
広
く
知
っ
て
も
ら
う

こ
と
を
目
的
に
、
タ
ピ
オ
南
館
一
階
パ
ー
ク
タ
ウ
ン

ス
タ
イ
ル
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
ブ
ー
ス
が
出
展
さ
れ
ま

し
た
。

　

栗
駒
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
か
ら
は
、
地
す
べ
り
を
起

こ
す
装
置
「
ユ
レ
オ
」
を
用
い
た
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
、岩
石
標
本
や
缶
バ
ッ
ジ
な
ど
を
作
る
体
験
、バ
ー

チ
ャ
ル
ジ
オ
ツ
ア
ー
な
ど
の
ブ
ー
ス
が
出
展
さ
れ
ま

し
た
。

　

ゆ
ざ
わ
ジ
オ
パ
ー
ク
か
ら
は
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を

用
い
て
溶
岩
流
を
流
す
実
験
や
、
実
物
の
化
石
に
触

れ
る
体
験
の
ほ
か
、
ク
イ
ズ
や
す
ご
ろ
く
な
ど
の

ブ
ー
ス
を
出
展
し
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、

パ
ネ
ル
展
や

リ
ー
フ
レ
ッ

ト
類
の
配
布
、

両
地
域
の
マ

ス
コ
ッ
ト
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー

の
紹
介
や
物

産
販
売
な
ど

も
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

や
ま
さ
き　
ゆ　

き　

こ

な
か
が
わ　
り　

え

ジ
オ
パ
ー
ク
専
門
員
が
講
師
に

　
仙
台
タ
ピ
オ
大
学
で
ジ
オ
パ
ー
ク
講
座

ま
た
ま
た
タ
ピ
オ
！
栗
駒
山
麓・

　
ゆ
ざ
わ
ジ
オ
パ
ー
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

第
４
回
ゆ
ざ
わ
ジ
オ
パ
ー
ク
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〜
全
国
の
雪
国
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
！
〜



　本はたくさん手にとられると、少しずつ劣化してきます。
大好きな本をいつま
でも大切に大事に使
ってもらいたいとい
う気持ちから、また
図書館の「資料保存」
の役割を知ってもら
うために、本の修理
実習の講座を開催し
ます。

石原　結實／著

湯

雄
湯

皆

図書館だより ●休館日については、市民カレンダーをご覧ください。

縄文人から「新縄人」・ロープスキッパーへのなわとび学

たまちゃんとあかちゃん

文豪ノ怪談　ジュニア･セレクション　夢 

チャレンジミッケ!　ミッケがだいすき

ここで紹介した図書は一部です。
　新着図書情報は、市ホームページでも確認できます。

＝稲川カルチャーセンター（☎785557）
＝皆瀬生涯学習センター（☎462033）

＝湯沢図書館（☎733040）、
＝雄勝図書館（☎525387）、

湯

湯
雄

稲

稲
皆

ほるぷ出版

「脚」を鍛えると「脳」が若返る!
ボケを防ぐ運動・食事・習慣単位がわかる　メートルのえほん

細川　貂々

高倉　　健

垣谷　美雨

川村　元気

湯

稲
雄

皆

新着図書案内
一　般　図　書・・・・・・・・・・・・・ 児　童　図　書・・・・・・・・・・・・・

月月222222 トトトト集集 トトンンンイベイベイベベイイ特の特ののの特月月 ベンベンベンン月月 ・イ・イ トトベ集集・・・・・・イイ月の特集特集・イベイベンベント
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そして〈彼〉は〈彼女〉になった

少年時代

あなたのゼイ肉、落とします

四月になれば彼女は

湯 雄

と　き：2月25日㈯　午前10時30分
ところ：湯沢図書館児童室

稲葉　茂勝

どい　かや

夏目漱石ほか

ウォルター・ウィック

と　き：2月4日㈯　午前10時
ところ：雄勝図書館　児童コーナー
内　容：簡単な英語絵本の読み聞かせ、ゲームなど

稲
と　き：2月18日㈯　午前10時
ところ：稲川カルチャーセンター
内　容：絵本の読み聞かせ・手遊びなど

おはなしの会「ひまわり」による読み聞かせおはなしの会「ひまわり」による読み聞かせ

　最期まで自分の脚で歩ければ、
しっかりした頭を保てます!長年、
高齢者を診察してきた医師が教え
る、ピンピンコロリの健康法!運
動する人は、しない人よりボケの
リスクが38％も減ります。

　小学校の算数で学ぶ、イメージ
しにくい単位を視覚化した写真絵
本です。１ミリメートルから始ま
り、ページをめくると、前のペー
ジの10倍の長さのものが現れます。
身近なものから宇宙まで、どこま
でも〈長さ〉が広がり、「単位」 を
イメージできます。

☆おはなしボランティア「みんなの森」では随時会員を募集
　しています。おはなし会の見学も可能です。

一　般：「春を待ちわびて」
児　童：「おいしいおかし」 児　童　「ねこ絵本」

一　般　「しくじった。惚れちゃった～恋する本特集」

みんなの森おはなし会

一　般：「春を待ちわびて」
児　童：「おいしいおかし」 児　童　「ねこ絵本」

一　般　「しくじった。惚れちゃった～恋する本特集」

みんなの森おはなし会

●と　き／2月25日㈯午後2時～3時30分
●ところ／湯沢図書館集会場
●講　師／ボランティアグループ
　　　　　「パンダのえほん修理屋さん」代表椿田清子さん
●持ち物／エプロンほか
●受講料／無料
●定　員／15人
●申し込み・問い合せ　湯沢図書館（☎73-3040）
●申し込み締め切り 2月17日㈮
※定員になり次第締め切ります。
＝お願い＝
　図書館の駐車場が狭いため、市役所本庁舎駐車場をご利
用ください。

つばき だ きよ こ

図書館職員による本の修理実習の様子

えいごであそぼ!えいごであそぼ!

Yuzawa's  Sports  Information

YU SPO
湯沢のスポーツ

ユースポ

このページに関する問い合わせ

教育委員会生涯学習課スポーツ振興班
☎55－8286　FAX72－8515
※市のホームページにもスポーツ情報を掲
載しています。「トップページ→暮らしのガ
イド→スポーツ」

湯沢のスポーツ情報

2017.02.01
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バッジテスト

○と　　き　2月4日㈯午前10時～午後3時
○午前の部　9時30分から受け付け／参加料300円／スキーアスレチック、スキー
タイムレース、ヒップレース

○午後の部　12時30分から受け付け／参加料500円／スノーチューブレース、長
靴とばしレース、宝さがしゲーム

○問い合わせ　みなせスポーツ・文化クラブ 「楽日人」（☎46-2033）へ

○と　　き　2月5日㈰、12日㈰ ／午前10時～午後3時
○参 加 料　受験する級別で料金が異なります
○問い合わせ　皆瀬スキースクール阿部（☎090-4637-6348）へ

小
安
温
泉
ス
キ
ー
場

バッジテスト

○と　　き　2月26日㈰午前10時
○と こ ろ　湯沢スキー場特設コース
○対　　象　市内在住で小学生以上の人
○参 加 料　300円
○申し込み　当日会場で午前8時20分から受け付けます
○問い合わせ　湯沢市スキー連盟赤平（☎79‒2988）へ

○と　　き　２月12日㈰、19日㈰、26日㈰／午前10時～午後３後
○参 加 料　受験する級別で料金が異なります
○問い合わせ　湯沢スキースクール谷藤（☎090-8780-8832）へ湯

沢
ス
キ
ー
場

○と　　き　2月26日㈰
○対　　象　小学校1年生～一般
○参 加 料　小・中学校、高校生＝1，000円、一般2，000円
○申し込み・問い合わせ　2月12日㈰まで、チャレンジスポーツクラブいなかわ
村上（稲川交流スポーツエリア内☎42-5060）へ

○と　　き　2月11日㈯
○対　　象　小学校3～6年生
○問い合わせ　湯沢雄勝スキー連絡協議会加藤（山田小学校内☎73-3016）へ

バッジテスト
○と　　き　2月5日㈰、3月5日㈰ ／午前10時～午後3時
○参 加 料　受験する級別で料金が異なります
○問い合わせ　稲川スキースクール（☎080-2805-9104）へ

稲
川
ス
キ
ー
場

湯沢市内
スキー場
イベント情報
　市内スキー場の各種イベントに
ついてお知らせします。
　冬をいっぱい楽しみましょう‼

第34回
稲川スキー大会

スノーフェスタ
2017

第15回
湯沢雄勝小学生
スキー交流会
アルペン競技大会

第12回市民総体
クロスカントリー
スキー大会



雪んこ交流会

交流の輪を広げよう

　1月7日から9日までの3日間、「雪んこ交流会」 が小安温泉ス
キー場で行われました。この交流は、静岡県長泉町スポーツ少年団
と皆瀬小学校 6年生の児童が、夏は富士山へ一緒に登り、冬は雪国
のスポーツを体験することで交流を深めることを目的としているも
のです。今回で27回目となるこの会には、総勢56人の児童が参加し、
アルペンスポーツやスノーゲームが行われました。スノーゲームで
は、そりリレーや雪積み対決が行われ、児童たちからは歓声が上がり、
熱戦が繰り広げられました。

2017.02.01
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18

▲バケツで作った雪塊を積み上げる児童たち

湯沢市交通指導隊・湯沢市防犯指導隊合同出初式

安心安全なまちに

　1月4日、湯沢生涯学習センターで、湯沢市交通指導隊・湯沢市
防犯指導隊合同出初式が、隊員や関係者約60人が参加して行われま
した。
　式では、齊藤市長が両隊員を激励した後、交通指導隊長が 「残念
ながら昨年は死亡事故が発生してしまいましたが、今年は、死亡事
故ゼロを目指し、児童や高齢者を対象とした街頭指導に努めます」、
防犯指導隊長が 「安心安全なまちづくりを目指し、さらに防犯活動
を力を入れます」 と新年の決意表明を行いました。

▲新年の決意を述べる交通指導隊長

新春書き初め大会

新年を迎えた気持ちを込めて

　1月5日、稲川農村環境改善センターで 「新春書き初め大会」 が
開催されました。
　この大会は、新年を迎えた気持ちを日本の伝統文化である 「書」
で表し、子どもたちの心を育てていくことなどを目的に行われてい
ます。当日は、稲川・皆瀬の両地域の小学生、中学生の 45 人が参加し、
半紙の部と条幅の部に分かれて、「にじ」、「てまり」、「正月」、「大
きな心」、「太陽」、「光る大地」、「希望」 や 「日進月歩」 の新年にち
なんだお題を、一筆一筆丁寧に書き初めをしていました。

▲丁寧に筆を走らせる参加者たち

冬休み子どもゆざわ学

昔の子どもあそびを体験

　1月12日、体験学習や体験活動とあそびを通して郷土の歴史文化
を学ぶ 「子どもゆざわ学」 が、ジオスタ☆ゆざわ（郷土学習資料展
示施設）で開催されました。
　当日は、地元から出土した土器や石器に触れながら、縄文人の生
活について学んだり、高松の昔がたり、凧揚げ、ゆざわかるた、こ
ままわし、羽子板など昔の子どもあそびなどの体験を通して、郷土
の歴史文化を学んでいました。

▲元気に凧揚げをする子どもたち

スポーツで湯沢を元気に!
秋田ノーザンハピネッツ地域交流イベント

　1月14日、プロバスケットボールチーム 「秋
田ノーザンハピネッツ」 を迎えて、市内の小中
学生を対象にした公開のバスケットボールクリ
ニックが開催されました。
　当日は、約200人の小・中学生が参加し、そ
れぞれ小学生と中学生に分かれて、Ｂリーグで
活躍しているプロバスケットボール選手から
「ドリブル」 「パス」 「シュート」 などのバスケッ
トボールの基本を、実演を交えながら指導して
もらい、子どもたちは真剣に学んでいました。

▲プロ選手の指導を受ける子どもたち

セサミが湯沢にやってきた!
セサミワークショップ

　1月22日、ＮＰＯ法人セサミワークショップ
が世界で展開している金融教育プログラム 「夢
をえがき、計画を立て、行動する：みんなで考
えるファイナンシャル・エンパワーメント」 が、
市内の小学校1～3年生20人が参加し、市役所
本庁舎市民ロビーで開催されました。
　セサミストリートの人気キャラクターを使っ
た多彩な教材を通じて、子どもと大人が一緒に
なって 「夢をえがき、計画を立て、行動をして
いくことの大切さ」 を学びました。

▲エルモと一緒に学ぶ子どもたち

英語でコミュニケーション
インテンシブ・イングリッシュ・デイ

　1月11日、市内小学生5年、6年生と中学生
を対象に、市内小・中学校に勤務する5人のＡ
ＬＴ（外国語指導助手）が中心となり、冬の遊
びなどを通して児童・生徒の英語コミュニケー
ション能力の向上を図りました。
　冬休みと夏休みを活用して毎年開催されてお
り、4回目となる今回は19人が参加しました。
オリエンテーション・ブレイクから始まり、4
組のグループに分かれて雪遊びやゲームを楽し
みながら、ＡＬＴと一緒に英語を使ったコミュ
ニケーションに挑戦しました。

▲ＡＬＴと英語でコミュニケーションする参加者
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■湯沢地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

「こんにちは赤ちゃん」 「おくやみ」 に掲載を希望しない人は、届け出の際に窓口へ申し出てください。

■雄勝地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

新 　　地
堺　　　２堺 ２
山　　　岸
岳　ノ　下
古　　　戸
上　旭　町
新　馬　場
中　　　泊
白　銀　町

83
8787
87
80
93
92
98
88
92

12.28
12.2912 29
12.29
12.30
12.30
 1. 3
 1. 3
 1.11
 1.14

■稲川地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

田　　　中
京　　　政
中　野　１
八　面　２
八　面　２
張　　　山

58
59
88
88
83
101

12.28
12.31
12.31
1. 1
1.10
1.12

悠　子
孝　之
本　人
武　治
輝　幸
忠　憲

1月15日届け出分まで

1月15日届け出分まで

繁 雄
久四郎久四郎
国　昭
享　一
洋　子
タメヨ
利　悦
信　弘
清　悦

●湯沢地域
氏　　　　名 お誕生日 ご　両　親 行　政　区

齊 藤　翔 音音音音音音音音音音音音音くくくん

冨 田　里 帆帆帆帆帆帆帆帆帆帆帆帆帆ちちちちちちちちゃん

細 川　千 史史史史ちちちちゃちゃちゃちゃちゃゃんゃんゃんゃんゃんゃんんんんん

佐 藤　佑 吏くん

しょおおおおおんんんんんんん

り　ほほほほほほほ

ちふみ

ゆうり

12.30

 1. 3

 1. 5

   1 1 1. 1.111.111.111 111 111 111 111 111 1111111

一彦さん・ りりりりりまり んんんんんんささささささ

雅哉さん・ 子子子里子里子里子里里里里里里絵里絵里絵里絵里絵絵 さん

尚喜 んんんんんさんさんさんさん・・・奈保子奈保奈保奈保奈保奈保奈奈奈奈奈奈奈奈 さん

康史康史康史康史康史康史康史康史康史康史康史康史康康康 さんさささ ・澄さん

大　　　町

愛宕町第２

古　　　館

上　八　幡

12.28
12.29
12.30
12.31
12.31
 1. 1
 1. 1
 1. 3
 1. 41 4
 1. 4
 1. 5
 1. 7
 1. 8
 1. 9
 1.11
 1.11
 1.12
 1.13
 1.13
 1.14
 1.14

61
93
82
64
79
91
86
83
9292
89
85
78
83
89
93
82
95
75
75
73
87

西新町第1の1
平清水第３
清水町第4の2
元清水第３
さつき町第1
吹張町第１
東 二 ツ 橋
堂　ケ　沢
平清水新町第平清水新町第22
森　　　上
西新町第1の1
上　八　幡
杉沢裏第１
関　口　下
八　　　幡
本　　　内
酒　　　蒔
土　　　沢
大工町第３
二　井　田
杉沢新所上

順　一
良　夫
本　人
純　子
義　一
健　一
達

義　明
本　人本 人
邦　子
本　人
成　年
一　則
満里子
喜治朗
徹　平
ミ　ヨ
栄　子
マサ子
昭　一
力

佐 藤　雄 輔さん
麻 生　厚 子さん
藤 原　定 一さん
佐々木昭二郎さん
齊 藤　輝 一さん
後 藤　チ ヨさん

佐々木 孝 子さん
天 童　ミ ヱさん
高 橋　正 子さん
鎌 田　和 男さん
田 村 美佐子さん
内 藤 ヤヱ子さん
佐 藤　武 治さん
丹　　 石 藏さん
石石 黒　キ黒 キ ネネさん
渡 部　聖 子さん
山 内　ム ツさん
佐 藤 敬一郎さん
齊 藤 タミ子さん
石 成　ミ サさん
藤 𠩤　ツ ネさん
近 藤　清 悦さん
佐 藤　理 一さん
石 山　勇 治さん
大 橋 　實さん
織 田　靖 子さん
榊 原　純 一さん

菅 𠩤 令 子さん
渡渡 邊　フ邊 フ ミミさん
藤 原　昭 二さん
菅 　豊 助さん
門 脇　節 子さん
柴 田 　　卓さん
遠 藤　サ タさん
髙 橋　ハ ルさん
菅 　良 一さん

あさひ

●稲川地域●
氏　　　　名 お誕生日 ご　両　親 行　政　区

日日 野　朝 陽くん 12.26 替　　　　　　　　　　　　　　両　　翔太さん・・みみみみみみみみみなみなみなみなみなみなみなみなみなみみなみさん

ゆ　い

●皆瀬地域●
氏　　　　名 お誕生日 ご　両　親 行　政　区

佐 藤　由 依ちゃん 12.2999999999 瀬 野 ケ瀬瀬瀬瀬瀬 沢大大地さん・律子さん
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●はスポーツ関連の行事です。
　詳しくは市教育委員会生涯学習課
　スポーツ振興班（☎55－8286）へ
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●東北選抜ハンドボール大会〔～５日、総合体育館〕
●一般開放〔体育センター〕午後６時～９時（高校生を除く一般）

●スノーフェスタ２０１７ 〔小安温泉スキー場〕

○雄勝図書館休館日

●ニュースポーツ体験教室〔総合体育館〕午後１時３０分～３時３０分
○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

○年金相談〔商工会議所（旧市民プラザ）〕午前10時～午後2時（要予約）
○げんきっこクラブ1歳以上児クラス〔広域交流センター〕
　午前１０時～１１時３０分／誕生会・お面を作ろう（まめまきごっこ）
●一般開放〔総合体育館〕午前９時～正午
●一般開放〔体育センター〕午前９時～正午（高校生を除く一般）
○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

●一般開放〔体育センター〕午後６時～９時（高校生を除く一般）
○湯沢図書館休館日　○雄勝図書館休館日
○祝祭日救急歯科診療　瀬川歯科医院（稲川／☎422269／
　午前９時～正午）
●一般開放〔体育センター〕午前９時～午後６時（小中学生・高校生）
●第２回犬っこまつりカップフットサル大会〔～12日、総合体育館〕

○雄勝図書館休館日

○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時 ○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

●カンガルースクール〔広域交流センター〕午前１０時～１１時３０分
○じゃんけんキッズ親子遊び〔すこやか広場〕
　午前１０時３０分～１１時１０分

●一般開放〔体育センター〕午後６時～９時（高校生を除く一般）

●湯沢カップハンドボール大会〔～１９日、総合体育館〕
○湯沢図書館休館日

○雄勝図書館休館日

●ニュースポーツ体験教室〔総合体育館〕午後１時３０分～３時３０分
○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

○年金相談〔商工会議所（旧市民プラザ）〕午前10時～午後2時（要予約）
○げんきっこクラブ合同クラス〔広域交流センター〕午前１０時～１１時３０分／
　楽しいお話会
●一般開放〔総合体育館〕午前９時～正午
●一般開放〔体育センター〕午前９時～正午（高校生を除く一般）
○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

○こあらちゃんタイム〔すこやか広場〕午前１０時～10時30分

●一般開放〔体育センター〕午後６時～９時（高校生を除く一般）

●一般開放〔体育センター〕午前９時～午後６時（小中学生・高校生）

●市バスケットボール総合選手権大会〔総合体育館〕
●稲川スキー大会〔稲川スキー場〕
●市民総体クロスカントリースキー大会〔湯沢スキー場〕
○雄勝図書館休館日

○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

○年金相談〔商工会議所（旧市民プラザ）〕午前10時～午後2時（要予約）

●一般開放〔体育センター〕午前９時～正午（高校生を除く一般）

○湯沢図書館休館日
○年金相談〔商工会議所（旧市民プラザ）〕午前10時～午後2時（要予約）
○げんきっこクラブ0歳児クラス〔広域交流センター〕
　午前１０時～１１時３０分／誕生会・お面を作ろう（まめまきごっこ）
●一般開放〔体育センター〕午前９時～正午（高校生を除く一般）

○問い合わせ　湯沢保健所健康・予防課（☎73‒6155)または市健康対策課予防衛生班（☎73‒2124）へ

種類実施時間実 施 場 所日にち

24日㈮ 全血

2月献血日程　市民の皆さんのご協力をお願いします！
種類実施時間実 施 場 所日にち

23日㈭
　９：００～１１：３０
１３：３０～１４：００
１４：４５～１６：００

湯 沢 警 察 署

ケアセンターいなかわ

光ガラス㈱製造工場

１０：００～１０：４５
１１：３０～１２：００
１４：００～１６：００

全血

島田金属工業㈱秋田工場

雄勝セラミックス㈱

国土交通省湯沢河川国道事務所

2月7日は「北方領土の日」です
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百
三
十
九

　

２
０
１
７
ミ
ス
・
ユ
ニ
バ
ー
ス
・
ジ
ャ
パ
ン
秋
田

大
会
フ
ァ
イ
ナ
ル
（
最
終
選
考
）
が
、
平
成
二
十
八

年
十
一
月
二
十
九
日
に
、
秋
田
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル

（
秋
田
市
）
を
会
場
に
開
催
さ
れ
、
佐
藤
ひ
か
り
さ

ん
が
見
事
第
二
位
に
輝
き
ま
し
た
。　
　
　

　

ミ
ス
・
ユ
ニ
バ
ー
ス
・
ジ
ャ
パ
ン
は
、
世
界
に
通

用
す
る
外
見
・
内
面
を
兼
ね
備
え
た
美
女
を
目
指
す

日
本
女
性
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
、
そ
の
成
長
プ
ロ
セ

ス
を
描
く
年
間
を
通
じ
て
の
美
の
祭
典
で
す
。
秋
田

大
会
は
、
今
年
の
夏
に
東
京
で
行
わ
れ
る
日
本
大
会

に
出
場
す
る
県
代
表
を
選
考
す
る
も
の
で
、
三
十
一

人
が
応
募
。
書
類
審
査
と
セ
ミ
フ
ァ
イ
ナ
ル
（
二
次

選
考
）
を
勝
ち
抜
い
た
八
人
は
、
十
月
二
十
九
日
か

ら
十
一
月
二
十
日
ま
で
の
約
一
カ
月
間
、
秋
田
市
内

で
行
わ
れ
た
「
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
キ
ャ
ン
プ
」
を
経
て

フ
ァ
イ
ナ
ル
の
舞
台
に
立
ち
ま
し
た
。
キ
ャ
ン
プ
で

は
、
外
見
と
内
面
の
両
面
か
ら
女
性
の
美
し
さ
を
磨

き
ま
す
。
舞
台
で
披
露
す
る
ダ
ン
ス
や
ス
ピ
ー
チ
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
レ
ッ
ス
ン
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

応
募
し
た
時
の
気
持
ち
を
伺
う
と
「
き
っ
か
け
は
、

〝
消
極
的
な
性
格
の
自
分
を
変
え
た
い
〞
と
い
う
強

い
思
い
か
ら
で
し
た
。
出
場
す
る
か
悩
み
ま
し
た
が
、

何
か
を
始
め
な
い
と
何
も
変
わ
ら
な
い
と
考
え
、
勇

気
を
出
し
て
応
募
し
ま
し
た
」
と
当
時
を
振
り
返
っ

て
い
ま
し
た
。

　

キ
ャ
ン
プ
で
佐
藤
さ
ん
は
「
ダ
ン
ス
レ
ッ
ス
ン
は
、

初
め
て
で
し
た
が
、
楽
し
み
な
が
ら
で
き
ま
し
た
。

そ
の
反
面
、
ス
ピ
ー
チ
は
原
稿
作
成
か
ら
発
表
に
至

る
ま
で
、
な
か
な
か
思
う
よ
う
に
い
か
ず
苦
労
し
ま

し
た
。
自
主
練
で
は
、
母
親
と
地
元
の
先
輩
に
練
習

時
の
撮
影
や
ボ
デ
ィ
メ
イ
ク
な
ど
を
手
伝
っ
て
も
ら

い
ま
し
た
」
と
感
謝
し
て
い
ま
し
た
。

　
「
キ
ャ
ン
プ
が
終
わ
り
、
本
番
ま
で
の
一
週
間
は

不
安
で
し
た
。
フ
ァ
イ
ナ
ル
で
は
、
ダ
ン
ス
は
緊
張

し
ま
し
た
が
、
一
番
身
長
が
高
か
っ
た
の
で
、
手
足

の
リ
ー
チ
を
生
か
し
た
ポ
ー
ジ
ン
グ
、「
や
さ
し
さ
」

を
テ
ー
マ
に
し
た
ス
ピ
ー
チ
で
は
、
柔
ら
か
な
声
質

で
自
己
ア
ピ
ー
ル
が
で
き
ま
し
た
。
第
二
位
に
選
ば

れ
た
時
は
、
悔
し
さ
も
あ
り
ま
し
た
が
、
内
容
に
満

足
し
て
い
た
の
で
、
驚
き
と
う
れ
し
さ
が
込
み
上
げ

て
き
ま
し
た
。
今
後
は
、
フ
ァ
イ
ナ
リ
ス
ト
と
し
て

湯
沢
市
が
盛
り
上
が
る
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
き
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

佐
藤
さ
ん
は
「
秋
田
大
会
に
出
場
し
て
、
自
分
を

見
つ
め
直
し
、
積
極
的
に
行
動
が
で
き
る
一
面
を
新

た
に
発
見
で
き
ま
し
た
。
ま
ず
は
何
か
を
始
め
て
み

よ
う
と
い
う
気
持
ち
で
、
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
で
、

変
わ
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
」
と
真
剣
な
ま

な
ざ
し
。
そ
し
て
「
一
緒
に
湯
沢
市
を
盛
り
上
げ
て

い
き
ま
し
ょ
う
」
と
笑
顔
で
呼
び
掛
け
て
い
ま
し
た
。

新
た
な
自
分
の
一
面
を
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

佐
藤　

ひ
か
り 

さ
ん
（
23
）

さ  

と
う

2017ミス・ユニバース・ジャパン秋田大会ファイナル（最終選考）
1 ドレス姿で、ウォーキング後のポージング
2 ファイナル冒頭、舞台への登場シーン（写真左）
3 身振り手振りを行いながらのスピーチ

2

3

1
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